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閉会中の委員会活動
　

［目　　次］

〔 視　　察 〕                      　　　　
常任委員会

　

特別委員会

〔 視　　察 〕

総務県民生活委員会

１　調査日　令和６年９月３日（火）

２　調査先

⑴　関東国際高等学校（東京都渋谷区）
⑵　文京区青少年プラザ（b-lab）（東京都文京区）

３　調査の概要

⑴　関東国際高等学校

（私学の振興について）

［調査目的］

■　本県の課題

○　私立学校の教育の質を高め、建学の精神に基
づく特色ある学校づくりを進めるための取組を
継続的に支援する必要がある。

■　視察先の概要と特色

○　関東国際高等学校には定員120名の普通科と
定員240名の外国語科がある。特に、令和５年
度にイタリア語及びスペイン語、令和６年度に
フランス語コースを外国語科に新設して合計10
か国語を学べる環境を整えるなど、外国語教育
に力を入れている。

○　世界22の国と地域の学校と連携しており、こ
れら提携校とのネットワークを生かした、特色
ある学習機会を提供している。

［調査内容］

■　聞き取り事項

○　同校ではコース制を採用している。本県でも
複数の高校がコース制を採用しているが、多く
の学校が入学後にコースを選択するのに対して、
同校では大学入試のように、生徒が入試の際に
コースを選択し、当該コースに入学する。その
ため、当該語学に対する生徒の学習意欲は非常

に高い。
○　提携校の代表生徒が一同に集まり課題を話し

合う世界教室国際フォーラム、提携校に約10
か月間通い、言語の習得やグローバルな視野、
柔軟な適応力を身に付ける長期交換留学、現地
に約３週間滞在して言語と文化の学びを深める
現地研修、海外大学への進学支援など、提携校
とのネットワークを生かした特色ある外国語教
育を提供している。

○　大学の一般入試で使用する外国語は限られて
いるため、国際系の高校は進路対策が課題であ
る。そのため同校では、独自の高大連携を進め、
複数の有名私立大学から多くの推薦枠を得てお
り、指定校推薦や総合型選抜での進学率 100％
を目指している。

■　質疑応答

Ｑ　入試の際にコースを選択させるとのことだ
が、卒業までに当該言語に対する学習意欲が低
下する生徒もいるのではないか。どのような支
援を実施しているのか。

Ａ　特に１年生の１学期は非常に重要な時期で
あり、生徒一人一人に合わせて、本当に少しず
つ丁寧に授業を進めている。当該言語に対する
元々の学習意欲は高いので、少人数で指導し１
年間乗り切れば、その後生徒が中途退学するこ
とはない。本校は受験したコースに対して合否
を出しているため、各コース間での転籍を認め
ていないが、学習意欲の低下による退学者はほ
とんどいない。

Ｑ　大学卒業後の就職状況等は把握しているのか。
Ａ　生徒自らの情報提供がない限り、大学卒業後

の就職状況等まで把握できていない。今後は提
携校とも連携して、一般社会の中で本校の卒業
生がどのように活躍し、本校での学びをどのよ
うに生かしているのか等を把握し、教育環境の
整備等につなげていきたいと考えている。

⑵　文京区青少年プラザ（b-lab）

（こどもの居場所づくりについて）

［調査目的］

■　本県の課題

○　不登校や虐待の増加など、こどもを取り巻く
課題が複雑化する中で、誰一人取り残されず夢
や希望を持って健やかに成長できるよう、学校
や家庭以外で安心して過ごせる居場所の整備が
必要である。

■　視察先の概要と特色

○　文京区青少年プラザは、主に中学生や高校生
の自立性や社会性を育むことを目的として整備
された施設である。

○　「中高生の秘密基地」をコンセプトに、談話
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スペースや料理や工作ができる多目的スペース、
バンド活動ができる音楽スタジオ、ダンスや演
劇ができるホール等が整備されている。

〇　平成27年４月の開設以来、公募型プロポーザ
ル方式で選定された認定ＮＰＯ法人カタリバが
運営している。

［調査内容］

■　聞き取り事項

○　同施設では、中高生が安心・安全に自分らし
く過ごせるような居場所づくり、新しい自分や
興味関心、やりたいことを発見するきっかけづ
くり、発見したやりたいことを周囲と協力しな
がら実現する環境づくりの三つを中心に取り組
んでいる。

○　居心地が良いと感じる空間を作るため、中高
生のニーズに合わせた設備や玩具を整えている。
また、様々な興味関心を広げるきっかけを作る
ため、音楽やダンス、スポーツ、ものづくりな
ど、様々な分野のイベントを年間200件以上実
施している。

○　さらに、やりたいことを見つけた中高生によ
る自主イベントの企画・運営をサポートしてい
る。周囲と協力しながらイベントの企画・運営
に挑戦することで、自己肯定感が高まるだけで
なく、協働することの楽しみや自分のやりたい
ことを工夫しながら実現する力を育むことにつ
ながっている。

○　施設の運営には、大学生ボランティアにも協
力してもらっている。年齢が近い彼らは、中高
生にとってより身近な存在であり、学校の先生
や友達には話しづらいことを相談したり、進路
選択などについてアドバイスを受けたりしてい
る。このような大学生への相談事例は増加傾向
にあり、職員と中高生とをつなぐ存在として、
大学生は大きな役割を果たしている。

■　質疑応答

Ｑ　音楽室などの設備面だけでなく、漫画やテレ
ビゲーム等の玩具も充実しているが、購入資金
は誰が負担しているのか。

Ａ　予算の範囲内で、文京区が全額負担している。
中高生から購入希望があった際は、本人の思い
を酌み取りつつ、利用者全員にとって必要なも
のなのか、確認しながら購入するようにしてい
る。

Ｑ　施設を卒業したＯＢやＯＧとの連携はどうか。
Ａ　当施設で友達や居場所の作り方を学んだあと、

卒業後は自らの力で実現してほしいというのが
当施設の願いである。そのため卒業後１年間は、
施設内での活動はできないという方針を定めて
いる。

文京区青少年プラザ（b-lab）にて

産業労働企業委員会

１　調査日　令和６年９月５日（木）

２　調査先

⑴　埼玉県産業技術総合センター（川口市）
⑵　草加柿木フーズサイト（プロロジスパーク草加）

（草加市）
３　調査の概要

⑴　埼玉県産業技術総合センター

（中小企業の技術開発等の支援について）

［調査目的］

■　本県の課題

○　県経済が将来にわたり成長・発展を続けてい
くためには、変化に向き合う中小企業・小規模
事業者を支援することで、産業を振興し「稼げ
る力」を高めていくことが必要である。

■　視察先の概要と特色

○　埼玉県産業技術総合センターは、県内産業の
技術力を強化し、その振興・発展を図るため、「技
術支援」、「研究開発支援」、「事業化支援」の三
つの基本支援を業務の柱として埼玉県が設置す
る公設試験研究機関である。

○　中小企業への技術相談・技術指導、依頼試験
の実施、試験研究機器の開放のほか、ＡＩ・Ｉ
ｏＴを活用したものづくり基盤の構築等を支援
している（技術支援）。

○　社会的ニーズに応じた研究開発、企業からの
受託研究や共同研究を実施するほか、研究成果
の発表や技術相談・指導等を通じて研究成果の
技術移転を行っている（研究開発支援）。

〇　新たなビジネス展開を目指す中小企業の新製
品開発を総合的に支援するほか、各企業の技術
的課題解決のため外部専門家の派遣等も実施し
ている（事業化支援）。

［調査内容］

■　聞き取り事項

○　同施設では、企業活動で生じる課題に対し、
場面に応じた支援を行い、企業の問題解決へ
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導いている。企業からの技術相談件数は年約
17,000件に上る。

○　支援の要である「技術支援」では、企業から
の依頼試験を年約18,000件実施している。また、
同施設が保有する約170機器は企業に対し開放
されており、年約47,000時間利用されている。

○　「事業化支援」では、県産業振興公社と連携
し、食のサーキュラーエコノミーを進めるた
め、県内中小食品製造業者等が廃棄食材を活用
し、「川越紅赤芋みつ」の製品化を行った事例
がある。

○　同施設内のＩｏＴ活用事例動画は、安価なシ
ステムを利用することで中小企業でも導入がし
やすい事例を紹介しており、企業がＩｏＴ化を
進める契機にもなっている。

■　質疑応答

Ｑ　ＡＩ・ＩｏＴ導入支援の取組の中で、技術や
知識を最新のものに更新していくために、どの
ように技術者や研究者の育成を行っているのか。

Ａ　支援分野に応じた人材育成プログラムを構築
しているほか、関東近都県の公設試験研究機関
と相互の実地調査や情報交換を実施している。

Ｑ　本所と北部研究所で支援分野を分けているが、
北部で支援する食品開発関係の相談は実際に現
地まで行く必要があるのか。

Ａ　相談については、電話やオンラインを活用し
て本所でも実施している。ただし、具体的に機
械を利用したい場合は、北部研究所までお越し
いただく必要がある。

Ｑ　埼玉県内に本社がある企業のみを支援してい
るのか。

Ａ　関東近都県の公設試間の連携に基づき、企業
のニーズに応じた適切な公設試験研究機関を案
内していることから、県内企業に限定せず県外
企業も支援している。割合としては、県内企業
の利用件数が約７割弱である。

⑵　草加柿木フーズサイト（プロロジスパーク草加）

（産業団地の整備・運営について）

［調査目的］

■　本県の課題

○　県内産業の振興や地域の均衡ある発展を図る
ため、地域に貢献できる産業団地を整備するこ
とが必要である。

　■　視察先の概要と特色

　　○　草加柿木フーズサイトは、事前エントリー方
式により進出企業を造成工事前に募ることで、
企業の希望に合わせた区画整備を行うエントリ
ー＆オーダーメード方式を採用した県内第１号
の産業団地である。

　　○　プロロジスパーク草加は、同団地の総面積の

うち約４割を占める物流施設である。同団地の
コンセプトに合わせた食品関連企業の入居を想
定した施設仕様としている。

　　○　同施設は、草加市と災害時における施設の提
供協力に関する協定を締結するなど、事業以外
の側面でも地域に貢献している。

［調査内容］

■　聞き取り事項

埼玉県企業局

○　県が施工する産業団地の整備は、市町村との
共同事業として実施している。県では、事前調
査や用地の取得、造成の設計・施工等を行って
いる。

○　エントリー＆オーダーメード方式の採用は、
都道府県では初めての取組である。県営柿木浄
水場からの配水管を整備しているため工業用水
の使用が可能なこと及び食品関連企業が集積し
ていることも大きな特徴である。
株式会社プロロジス

　　○　災害協定によって、一時避難先としての屋上
駐車場の提供や、緊急車両等の避難場所の提供
のほか、避難住民が施設共用部を利用できるよ
うになっている。同施設を含め、全国19施設で
地域特性に合わせた防災協定を締結している。

　　○　同施設では、再生可能エネルギーの創出や省
エネにも尽力している。大規模な太陽光発電設
備を設けるほか、通常のＬＥＤ照明からの更な
る省エネを目指し、一括制御可能なセンサー付
きＬＥＤをメーカーと共同開発し、倉庫内に導
入している。

■　質疑応答

埼玉県企業局

Ｑ　エントリー＆オーダーメード方式の採用に当
たり、苦労した点や工夫した点はあるか。

Ａ　各企業に対し、面積や形状、道路からの入口
の配置などの希望を確認するため、調整に時間
がかかった。途中で辞退する企業が出るとその
調整が白紙に戻る点も苦労した点である。

Ｑ　現在、エントリー＆オーダーメード方式をど
のように評価しているか。今後も継続していく
予定か。

Ａ　開始から７年が経過し、社会情勢も変化して
いる。本方式を採用した８団地に対し、アンケ
ート等を実施し、率直な意見を伺った上で検討
していきたい。
株式会社プロロジス

　　Ｑ　隣接する他の自治体とも災害協定を締結する
考えはないか。

　　Ａ　施設キャパシティーの問題もあるため、まず
は、地元の草加市との協定をしっかりと遂行す
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ることが重要であると考えている。
　　Ｑ　東埼玉道路（自動車専用部）の整備により物

流施設としての優位性が高まると考えるがいか
がか。

　　Ａ　道路インフラと物流施設は密接な関係がある。
今後の自動運転等の社会実装に関連し、自動車
専用道路との近接性は重要になると考えている。

草加柿木フーズサイトにて

県土都市整備委員会

１　調査日　令和６年９月５日（木）

２　調査先

⑴　国土交通省荒川上流河川事務所・早俣地区、赤
尾地区（東松山市、坂戸市）

⑵　新河岸水再生センター（東京都板橋区）
３　調査の概要

　⑴　国土交通省荒川上流河川事務所・早俣地区、赤

尾地区

（治水事業の推進について）

［調査目的］

■　本県の課題

○　近年、整備水準を超える規模の降雨による被
害が毎年のように発生しており、未だ浸水被害
は解消されていないため、緊急的かつ重点的な
整備が必要である。

■　視察先の概要と特色

○　国土交通省荒川上流河川事務所では、令和元
年東日本台風において甚大な被害が発生した、
荒川水系入間川流域における「入間川流域緊急
治水対策プロジェクト」を実施している。

○　同プロジェクトでは、国・県・市町等地域が
連携し、多重防御治水の推進、減災に向けた更
なる取組の推進の二つを柱として取り組んでい
くことで、「社会経済被害の最小化」を目指し
ている。

○　多重防御治水は、①河道の流下能力向上によ
る、あふれさせない対策、②遊水・貯留機能の
確保・向上による、計画的に流域にためる対策、
③土地利用・住まい方の工夫による、家屋浸水

を発生させない対策を三位一体の対策として実
施している。

［調査内容］

■　聞き取り事項

○　河道掘削は上下流バランスを踏まえ、下流の
入間川区間から順次実施している。令和６年８
月末時点で入間川区間は完了しており、越辺川
・都幾川はそれぞれ約50％となっている。河道
掘削・堤防整備は令和７年度末完了予定となっ
ている。

○　減災に向けた更なる取組としては、越水セン
サー、危機管理型水位計、簡易型河川監視カメ
ラを新たに設置し、よりきめ細かな監視ができ
るようにしている。水位計や監視カメラについ
ては、国土交通省の「川の防災情報」というホ
ームページから一般の方も閲覧が可能となってい
る。

○　先日発生した令和６年台風第10号において、
過去、同程度の雨量で避難判断水位を超過して
いた都幾川流域の野本水位観測所で、入間川流
域緊急治水対策プロジェクトでの河道掘削等に
より水位が約1.1メートル低下し、深夜時間帯で
の高齢者等避難の発令を回避することができた。

■　質疑応答

　　Ｑ　小畔川は、令和６年台風第10号でも氾濫危険
水位を超過したとのことだが、今回の緊急治水
対策プロジェクトにより危険性は低下するのか。

　　Ａ　小畔川は、本プロジェクトの整備対象外では
あるものの、合流する越辺川や入間川の整備に
より効果が出たのではないかと考えている。令
和６年台風第10号におけるプロジェクトの効果
は現在精査中であるが、整理ができれば対外的
にも示したいと考えている。

　　Ｑ　今回の緊急治水対策プロジェクトでは、対策
実施による下流域への影響はどのように考えて
いるのか。流域全体の被害を想定して取り組ん
でいるのか。

　　Ａ　現在、下流の荒川では、荒川第二・第三調節
池を整備している。本プロジェクトにおいては、
上下流バランスを踏まえて、下流にも安全に流
せることを確認した上で対策を進めている。

　⑵　新河岸水再生センター

（下水道事業の推進について）

［調査目的］

■　本県の課題

○　下水道は、汚れた水をきれいに処理し、快適
な生活環境を確保するとともに、台風などによ
る雨を速やかに排除し、浸水から人々の生命や
財産などを守る重要な施設であり、安定・継続
した運営が求められている。
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■　視察先の概要と特色

○　新河岸水再生センターでは、汚泥焼却で発生
する廃熱により発電し、焼却炉で使用する電力
を自給できるエネルギー自立型焼却炉により、
エネルギー使用量や温室効果ガス排出量の削減
に大きく寄与している。

○　同センターでは、2020年４月から、電力及び
燃料使用量を実質ゼロとする「エネルギー自立
型焼却炉」を、東京都で初めて稼働している。

○　2023年からは、更に発電効率を高める「エネ
ルギー供給型（カーボンマイナス）焼却炉」につ
いて民間事業者と共同研究を行い、研究開発目
標を全て達成し実用化事業として評価している。

［調査内容］

　■　聞き取り事項

　　○　水再生センターは23区で13か所あり、新河岸
水再生センターは３番目に大きな処理能力を有
している。敷地面積は東京ドーム約４個分、処
理能力は67万立方メートルを有しており、１日
平均40～50万トンの下水処理を行っている。

　　○　エネルギー自立型焼却炉は、高性能の汚泥脱
水機により、通常よりも水分量の低い脱水ケー
キが生産でき、水分を蒸発させるために必要な
熱が少なく済むため、温度を維持するための補
助燃料が必要ない。また、水分量が低いため、
高温を維持しやすく、高温で焼却すると排出量
が低下する一酸化二窒素の排出も削減できる。

　　○　エネルギー自立型焼却炉の運転を開始した結
果、温室効果ガスについては、従来の９割近い
削減効果があったことがデータで示され、当初
目標の削減率 80％を達成することができた。

　■　質疑応答

　　Ｑ　エネルギー自立型焼却炉やエネルギー供給型
焼却炉の今後の波及・導入予定についてどのよ
うに整理されているか。

　　Ａ　エネルギー自立型焼却炉については南部スラ
ッジプラントという森ヶ崎水再生センターに付
随している汚泥処理施設での導入工事が進めら
れている。エネルギー供給型焼却炉も順次整備
していく計画である。

Ｑ　エネルギー自立型焼却炉について、２年前か
ら稼働しており、温室効果ガスの排出量も 80％
の削減を達成したということであったが、電力、
エネルギーについて、金額ベースではどの程度
削減できたのか。

Ａ　額としては管理してないが、エネルギー自立
型焼却炉の発電能力は980キロワットであるた
め、コスト縮減効果もある。しかし、新河岸水
再生センターでは使用する電力が非常に大きい
（契約電力約14,000キロワット）ことからコス

ト面での寄与度は大きくない。今後も目標であ
るエネルギー使用量や温室効果ガス排出量の削
減をしっかり取り組んでいきたいと考えている。

新河岸水再生センターにて

文教委員会

１　調査日　令和６年８月 29 日（木）

２　調査先

⑴　埼玉県立飯能高等学校（飯能市）
⑵　十文字学園女子大学（新座市）

３　調査の概要

⑴　埼玉県立飯能高等学校

（魅力ある県立高校づくりについて）

［調査目的］

■　本県の課題

○　少子高齢化や生産年齢人口の減少などにより、
社会や経済における活力の低下が懸念される中
で、県立学校にはそれぞれの学校が活性化・特
色化を図り、将来をたくましく生き抜く力を持
った生徒を育成することが求められている。

■　視察先の概要と特色

○　単位制を導入し、生徒の興味・関心、能力・
適性、進路希望に応じた多様な選択科目を設置
している。

○　先行き不透明な時代を力強く生きるために必
要な課題解決能力を養成する「総合的な探究の
時間」をはじめ、地域の実態等に応じた特色あ
る教育課程の編成に資する学校設定科目である

「地域創造学」など主体的・対話的で深い学び
を実践している。

○　「ＩＣＴ室」、「ＡＬＣ（アクティブラーニン
グ室）」、「ラーニングコモンズ（自習室）」が新
設され、幅広い教育活動を支える施設が充実し
ている。

［調査内容］

■　聞き取り事項

○　進学を重視した単位制を採用しており、週 31
単位の授業構成で、２年次から多様な選択科目
を用意し、生徒は進路希望に応じた科目選択を
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行うことができる。また、難関大学進学を目指
し、一般選抜で合格できる力を育成するための
特進クラスの設置や生徒・保護者への進路情報
のきめ細やかな提供等を実施している。

○　地元の市役所、商工会議所や企業等に支援さ
れながら探究活動を実施しており、地域や社会
に目を向けることで生徒の視野が広がるきっか
けとなっている。活動を通じて身に付けた表現
力は大学受験や就職支援の面接等でも生かされ
ている。

○　ラーニングコモンズは、あえてカフェのよう
なしつらえとしており、非日常空間による生徒
の居場所としての機能も兼ねている。また、県
の学習サポーター制度を活用し、大学生が自習
室に常駐して学習支援等を行っており、生徒か
ら好評である。

埼玉県立飯能高等学校にて

■　質疑応答

　Ｑ　総合的な探究の時間について、全生徒が対象
なのか。また、グループ活動が前提なのか。

　Ａ　全ての学年で実施しており、特進クラスでも
他のクラス同様実施している。グループ活動は
全体の一部である。活動全体の流れとして、ま
ず、地域・社会の様々な課題をどのように捉え
るかという個々の活動があり、その後、自分の
考えを表現・発表し、意見を交わすグループ活
動をしている。そしてグループでまとめた内容
を全体で発表するサイクルである。その中で、
生徒の自己表現力を育むためにグループ活動を
重視している。

Ｑ　入試について、統廃合により、二つの高校が
一つになった場合、単純に考えると倍率は上が
るのではないかと考えるが、実際の数字を見る
とそうなっていない。この現状についてどのよ
うな分析をされているのか。

Ａ　新しい飯能高校が掲げる進学を重視するとい
う方針に対して、飯能高校が変わってしまうの
ではないかと不安をもった中学生やその保護者
に説明が足りなかったり、部活動を頑張りたい

と考えている中学生が敬遠してしまったのでは
ないかと分析している。今後の入試の状況を分
析して対応を考えていきたい。

　⑵　十文字学園女子大学

（不登校児童生徒への支援について）

［調査目的］

■　本県の課題

○　本県の不登校児童生徒の約４割が学校内外の
専門機関等で相談・指導等を受けていない状況
であり、不登校児童生徒の教育機会の確保や相
談体制の整備など、支援の充実を図る必要があ
る。

■　視察先の概要と特色

○　学校に行きづらさを感じている児童生徒のた
め新座市教育支援ルーム「とことこぷらすのへ
や」を令和５年９月より大学内に開設し、毎週
金曜日に児童生徒の学習や体験活動の居場所づ
くりを行うとともに、関わる大学生の実践的な
学びの場ともしている。

○　大学という開放的な環境を生かし、大学生ボ
ランティア等と一緒に、児童生徒の「自分らし
さ」を大事に個に応じた支援を重点的に行って
いる。学習や体験活動を通して、一人一人が学
びや人との交流の楽しさを感じながら、安心で
きる居場所を作っている。

○　新座市教育委員会との連携により、市教育支
援センターとしても位置付けられており、新座
市在住の児童生徒は学校への出席扱いとなる。
また、保護者や兄弟姉妹も一緒に参加すること
ができる。

［調査内容］

■　聞き取り事項

○　施設の特徴として、大学の中にあるため防犯
上、安心・安全であり、空いている教室やグラ
ウンドなどを自由に使用でき、学内に駐車場・
駐輪場があるため送迎も可能である。また、ス
タッフとして養護教諭資格を取っている学生が
多く参加している。

○　活動の時間割は設けているが、だいたいの目
安であり、全員に一斉の指示は出しておらず、
スタッフである学生が一人一人に声掛けをしな
がら柔軟に対応している。

○　認知トレーニングであるコグトレを導入し、
認知機能強化及び認知作業のトレーニングで、
不器用さの改善や基礎学力の土台作りを行って
いる。

〇　事業効果として、母子分離が難しかった児童
が親が離れても大丈夫になったり、泣いてもす
ぐ立ち直るといったレジリエンスが向上するな
どの変化が見られている。一方で、スタッフと
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して活動する学生の居場所としての意義もあり、
専門的な学びにおける実習としての位置付けに
もなっている。

■　質疑応答

Ｑ　コグトレが活動の本質だと感じたが、プログ
ラムの肝と考えてよいか。

Ａ　発達に課題がある児童生徒には、単に居場所
を作って遊んだりするのではなく、得意なこと
は伸ばしつつ、課題がある部分が少しでも環境
に適用できるような工夫をするために、認知ト
レーニングであるコグトレは有効と考えている。
よって活動の中心となっている。体の使い方が
不器用な子は、コグトレで体を使う練習にもな
る。

Ｑ　子供たち自身は実際どう感じて来ているのか。
不登校解消を期待しているのか。

Ａ　子供たちは学校に行けることがゴールではな
いと考えているので、そのような認識はしてい
ない。来ることについて強制はしておらず、時
間についても指定していないため、強制された
り習い事のような感じではなく、子供たちの様
子や保護者からのフィードバックからも来たい
から来ていると分析している。

警察危機管理防災委員会

１　調査日　令和６年９月６日（金）

２　調査先

　⑴　千葉県消防学校（千葉県市原市）
　⑵　市原青年矯正センター（千葉県市原市）
３　調査の概要

⑴　千葉県消防学校

　（消防学校の再整備と教育訓練の更なる充実につ

いて）

［調査目的］

■　本県の課題

〇　埼玉県消防学校は供用開始40年以上経過し、
老朽化や設備面で様々な課題がある。女性職員
の採用増加により女性寮室を含む寮の不足が見
込まれる。

■　視察先の概要と特色

〇　千葉県消防学校は、既存の消防学校が老朽化
したことに伴い、訓練機能の充実、災害対応力
の強化などを目的に、平成31年に防災研修セン
ター機能を備えた新施設として整備された。

〇　倒壊建物からの救助訓練を行う施設、地下店
舗やトンネル等での救助訓練を行う地下街・ト
ンネル訓練施設のほか、傾斜地・マンホール等
市街地特有の各種災害を想定した訓練ができる
市街地救助訓練塔など、広大な敷地に多様な状

況をシミュレーション可能な最新の訓練施設を
備えている。

［調査内容］

■　聞き取り事項

〇　従前の消防学校では、訓練場が砂地であった
ため、雨天時は地面がぬかるんでしまい訓練が
実施できないことも多々あった。整備後の消防
学校は、訓練場の地面がコンクリートとなって
おり、雷雨等の荒天でない限り訓練が可能とな
った。

〇　宿泊棟は240人が収容可能で、１人ずつパーテ
ーションで区切られた個別空間を持つ６人部屋
になっている。また、男女で出入口を分け、宿
泊棟内もセキュリティドアで男女のフロアを仕
切っており、女性職員へのプライバシーにも配
慮した設計となっている。

〇　４階建ての防災備蓄倉庫が併設されており、
昇降機やシューターで迅速な物資の搬出・搬入
が可能となっている。

〇　地域防災力向上のため、県民や行政職員のほ
か、企業の自衛防災組織や地域の自主防災組織
等を対象に、訓練施設を活用した実践的な訓練
や講義、図上演習など様々な防災研修を行って
いる。

■　質疑応答

Ｑ　同施設は、訓練施設が充実して、バリエーシ
ョンに富んだ訓練ができると思う。教育プログ
ラムは従前とどのように変わったのか。

Ａ　新たに消防職員専科教育で警防科（11日間）、
特別教育では水難救助科（８日間）・高度救助科
（10日間）・気管挿管認定救命士再教育（３日
間）・薬剤投与認定救命士再教育（２日間）・一
般救命士再教育（８日間）・救急隊長再教育（５
日間）課程を加え実施している。さらに企業の自
衛防災組織等に対する教育も年間７回実施して
いる。

Ｑ　同施設の課題は何かあるのか。
Ａ　敷地が広くなり訓練施設も充実した一方で、

資機材を保管する場所が不足している。

千葉県消防学校にて
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Ｑ　女子学生、女性教官は何名いるのか。
Ａ　女子学生は10月の後期から24名入る予定であ

る。教官については、今年度は２名で、来年度
は３名となる予定である。女子学生の採用が増
えることへの対応や、半年間宿泊する中で、体
調管理など様々な悩みを抱える学生をサポート
できる体制とする。

⑵　市原青年矯正センター

（知的・発達障害等のある受刑者への社会復帰支

援と再犯防止について）

［調査目的］

■　本県の課題

〇　県内の刑法犯認知件数は平成17年以降一貫し
て減少してきたが、令和４年から２年連続で増
加しており、令和５年は、乗り物盗や特殊詐欺
を中心に前年比で増加している。検挙人員に占
める再犯者の割合（再犯者率）は５割前後とな
っている。

■　視察先の概要と特色

〇　市原青年矯正センターは、令和５年に新設さ
れ、全国で初めて知的障害・発達障害などがあ
る若年受刑者を収容対象とした少年刑務所である。

〇　同施設が収容するのは、入所時おおむね26歳
未満で知的障害や発達障害、情緒障害を持ち、
又はそれに準ずる者で犯罪傾向の進んでいない
男子受刑者である。

〇　一般的な刑務所では受刑者が生活する個室は
施錠される「閉鎖寮」が多いが、同施設は自由
に寮内を行き来できるよう、個室が施錠されて
いない「半開放寮」を採用している。

［調査内容］

■　聞き取り事項

〇　同施設の特徴の一つは、一人一人の受刑者に
対して、複数の視点から障害特性等に配慮した
サポートを行う点である。職員には、刑務官の
ほか教育専門官、福祉専門官、作業専門官、調
査専門官、就労支援専門官、医師、看護師がおり、
受刑者の特性に応じた指導を中心とした処遇を
実施している。また、職員は他の刑事施設と異
なり、名札を着用しており、受刑者との１対１
の密な関係構築を図っている。

〇　センターの受刑者が犯罪に至る背景として、
日常生活で直面する困難な状況に起因するケー
スが目立つため、同施設では基本的に午前中刑
務作業を行い、午後に教育プログラムを実施し
てその割合を１対１とし、他施設に比べて教育
的処遇を充実させている。

〇　刑務所でよくイメージされる、職員の号令は
行わず、自室に時計が置かれ、時間管理は受刑

者が一人一人行う。また、通常の刑事施設では
指定された一部の受刑者が担当している洗濯・
掃除・配食についても、同施設では受刑者全員
が交代で全てを行う。こうした取組を通じて社
会人としての自立的生活能力を養成している。

■　質疑応答

Ｑ　受刑者はどのような流れで同施設に収容され
るのか。

Ａ　川越少年刑務所の調査センターにおいて、発
達障害や知的障害等を有するか、それに準ずる
者で、特に手厚い処遇が必要と判断された受刑
者が同施設に収容される。

Ｑ　受刑者の各部屋には鍵がないが、受刑者同士
の各部屋の行き来は可能なのか。

Ａ　各部屋の行き来は禁止している。施設内には
集会等で使う共用スペースがあり、そこで余暇
時間に交流できるようにしている。

Ｑ　障害の程度も一人一人異なると思うが、受刑
者同士のトラブルはないか。

Ａ　些細な口喧嘩などはあるが、皆実直にカリキ
ュラムに取り組んでおり、大きなトラブルはな
い。

Ｑ　農作業、ビルハウスクリーニング、パソコン、
書道、ビジネスマナーなど多岐にわたる作業や
訓練を実施しているが、誰が指導しているのか。

Ａ　職業訓練の内容によっては企業の職員を講師
として招くこともあるが、作業や改善指導につ
いて、基本的には当センター職員が資格を取得
して指導している。

人材育成・文化・スポーツ振興特別委員会

１　調査日　令和６年７月 17 日（水）

２　調査先

　株式会社ｅＰＡＲＡ（オンライン調査）

３　調査の概要

（障害者ｅスポーツの普及について）

［調査目的］

■　本県の課題

〇　人生をより豊かにするスポーツを、障害者をは
じめ、誰もが様々な形で楽しむことができる機会
を増やすため、多彩なスポーツ大会やイベント、
環境を整える必要がある。

■　視察先の概要と特色

〇　株式会社ｅＰＡＲＡは、障害者の活躍支援、就労
支援を目的として設立され、年齢・性別・時間・場
所・障害の有無を問わず参加できるｅスポーツを「バ
リアフリーｅスポーツ」と評し、様々なイベントや
企画の運営・支援を行う事業を展開している。

〇　また、民間企業や地方自治体などと連携し、障
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害者が自分らしく輝くことができる社会を目指し
た実証実験や取組を実施している。それらの取組
は、ＪＲ東日本が主催するピッチコンテストで大
賞を受賞するほか、トヨタ・モビリティ基金のア
イデアコンテストでファイナリストに採択される
など、多くの評価を受け、注目を集めている。

〇　令和３年には、クラウドファンディングを活用
し、バリアフリー対応かつｅスポーツイベントに
対応できる配信環境が整った、誰もが気軽に利用
できるｅスポーツ施設「Ａｎｙ％ＣＡＦＥ（エニ
ーパーセントカフェ）」を整備した。

［調査内容］

■　聞き取り事項

　〇　ｅスポーツを起点に、夢や希望を持つ障害当事
者が躍動する共生社会、障害の有無に関わらず誰
しもが輝ける社会の実現を目指し、環境づくりに
取り組んでいる。

　〇　「バリアフリーｅスポーツスクール」の取組で
は、障害当事者が講師となる点が大きな特徴であ
り、参加者にｅスポーツを教え、体験してもらう
プログラムである。各地でイベントも開催してお
り、健常者をはじめ多様な方との交流が生まれて
いる。埼玉県でも、塙保己一学園に伺い交流を深
めた。

　〇　日本に1,160万人いる障害者のうち、就労して
いるのは64万人である。障害者雇用の推進が求め
られる中、障害当事者と雇用主とのマッチングを
図る逆求人型就活イベント「ｅＰＡＲＡ就活フェ
ス」を開催した。障害当事者がプレゼンターとな
り、ゲーム活動を就労へのＰＲにつなげる「逆求
人」のスタイルが特徴である。

■　質疑応答

　Ｑ　行政との連携が非常に重要だと考えるが、行政
に期待することは何か。

　Ａ　イベントの開催はスポンサー収入に頼らざる得
ない現状がある。活動費のサポートや地元企業と
の連携が更に進むと、活動の幅が広がり、活躍で
きる方が増えていく。

　Ｑ　行政と取り組んだ事例はあるのか。
　Ａ　岩手県八幡平市では、企業版ふるさと納税を活

用し、車椅子や全盲の方などと交流ができる、東
北地方最大級のｅスポーツイベントを実施した。
また、埼玉県美里町では、官民連携プログラムを
活用し、高齢者向けイベントの開催を予定してい
る。今後も行政との連携を増やし、地方創生にｅ
スポーツを活用していきたい。

　Ｑ　今後の方向性や展望をどのように考えているの
か。

　Ａ　言語、障害の壁を越えて活動を広げている強み
があるｅスポーツを、コミュニケーションのハブ

として活用し、埼玉県、また世界の様々な方との
交流が広がるよう事業を推進していきたい。
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